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寒地土木研究所　地域景観ユニットでは、平成23年の東日本大震災時に「道の駅」が果たした
役割や機能について、現地調査および「道の駅」担当者へのヒアリングを行いました。本稿は、

「道の駅」の震災時における地域支援の現状と、災害時の地域連携の重要性について考察を行ったものです。
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　被災した駅の主な被
害状況と機能復旧の様
子、被害の軽微であった
被災地近隣の駅や被災
後に一定程度の機能を
回復した駅が震災時に
果たした役割について
整理しました。

　災害時に多くの利用者が集まる理由としては、道の駅の施設内容や全国同一の「道
の駅」というブランドイメージが考えられるが、今回の震災において、それらによって
集まった道路利用者や避難者を支援するために、地域との連携による様々な機能の
回復が大きな役割を果たしていたことが分かりました。
　災害時の「道の駅」の備えに関して、個々のハードの整備を進めていくことはもちろ
ん必要ですが、「道の駅」単体だけで防災対策を行うのではなく、現在培われている地
域とのつながりを活かした地域連携や、今回いくつかの課題が浮き彫りとなった行政
との連携強化により、「道の駅」を拠点としたネットワークとして災害時の地域支援を
行っていける体制づくりが重要であると言えます。
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●管理者の適切な配置
●防災計画上の役割周知
●正確な道路情報の確保

●野菜などの提供
●炊き出しなどの提供
●寝具・発電機などの貸与

調査１日目のルート
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調査３日目のルート

現地調査
ヒアリング
現地調査＋ヒアリング

自動車専用道路

調査の概要

調査の結果・考察

●「道の駅」の震災時における地域支援の現状

●調査ルート ●現地の様子

●災害時に向けた「道の駅」の備えに関する考察

▲津波による被害（大谷海岸） ▲道の駅からみた被災地（大谷海岸） ▲仮店舗による営業（大谷海岸）

▲津波による被害（高田松原） ▲津波による被害（みやこ） ▲被災したスーパーなどに代わる
　日用品の販売（やまだ）

▲道の駅の防災情報ステーション
　（三本木）

▲医療行為を行うためのスペース
　（たろう）

▲農海林ロード６の４駅長への
　ヒアリングの様子（津山）
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